
【2024年度】アクションプラン2023　成果指標進捗管理（2023年度実績） 2024年10月時点

○集計結果

　・再掲を除く26項目中、当初値から上昇傾向が13項目となっている

○全成果指標の進捗状況一覧

1.08 1.02 1.3
（2021年度） （2022年度） （2027年度）

2,135 人 2,468 人 950 人
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

86.4 ％ 76.3 ％ 92 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

80.7 ％ 84.1 ％ 86 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

71.6 ％ 71.6 ％ 80 ％
（2023年度） （2023年度） （2027年度）

54.9 ％ 53.5 ％ 66 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

37 ％ 40 ％ 55 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

男性 男性 男性

71.34 歳 72.08 歳 72.72 歳

（2016年度） （2019年度） （2027年度）

女性 女性 女性

72.89 歳 74.69 歳 74.27 歳

（2016年度） （2019年度） （2027年度）

76.2 ％ 76.4 ％ 78 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

50.2 ％ 57.4 ％ 61 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

175 台 197 台 390 台
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

37 ％ 40 ％ 55 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

18～64歳 18～64歳 18～64歳

 44.4 ％ 44.5 ％ 59 ％

（2022年度） （2023年度） （2027年度）

65歳～ 65歳～ 65歳～

40.9 ％ 45.3 ％ 54 ％

（2022年度） （2023年度） （2027年度）

86.3 ％ 84.9 ％ 90 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

分野

↘

生
活
・
暮
ら
し

子
ど
も
・
若
者

生涯学習をしている市民の割合

自分の目標をもって生活している子どもの割合
※「札幌市全体の共通指標（子どもの自己評価）に基づくアンケート」における2023年度か
らの新規項目のため、2023年度数値を当初値とし、2024年度から評価する。

まちのバリアフリー化が進んでいると感じる市民の割合

↗

高齢者・障がいのある方等の立場を理解して行動ができている人の
割合

現状値

市民の健康寿命

デジタル化が進んでいると実感している市民の割合

１人乗りが可能な除雪機械台数

－

↗

↗

↗

地
域

↘

↗

↗

市民まちづくり活動に参加したことのある人の割合

高齢者・障がいのある方等の立場を理解して行動ができている人の
割合【再掲】

社会的役割を感じる市民の割合

目標値
成果指標名

合計特殊出生率

20～29歳の道外への転出超過数（日本人のみ）

18歳以下の子がいて、妊娠・出産や子育てについて相談相手や情
報収集手段がある親の割合

希望に応じた保育サービスが利用できた保護者の割合

成果指標の数値

傾向

↗

↘

当初値

↘

↗

↘

※灰色着色は再掲指標

上昇傾向 下降傾向 横ばい傾向 未集計/未評価

ー

13 項目 11 項目 0 項目 2 項目 26 項目
(50.0%) (42.3%) (0.0%) (7.7%) (100.0%)

合計

※（　）内の構成比は四捨五入により、
　 合計が一致しない場合がある。



○全成果指標の進捗状況一覧

分野
現状値 目標値

成果指標名

成果指標の数値

傾向当初値

※灰色着色は再掲指標

50.2 ％ 57.4 ％ 61 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

89.9 ％ 88.2 ％ 100 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

386 万円／人 378 万円／人 399 万円／人
（2019年度） （2021年度） （2027年度）

421 万人 388 万人 451 万人
（2018年度） （2023年度） （2027年度）

2,135 人 2,468 人 950 人
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

5,780 億円 4,921 億円 7,211 億円
（2018年度） （2023年度） （2027年度）

49 ％ 52 ％
（2020年度） （2027年度）

男性 男性 男性

71.34 歳 72.08 歳 72.72 歳

（2016年度） （2019年度） （2027年度）

女性 女性 女性

72.89 歳 74.69 歳 74.27 歳

（2016年度） （2019年度） （2027年度）

421 万人 388 万人 451 万人
（2018年度） （2023年度） （2027年度）

57.0 ％ 60.2 ％ 70 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

81.8 ％ 75.3 ％ 85 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

60 分 61 分 65 分
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

1,150万 t-CO₂ 1,025万 t-CO₂ 690万 t-CO₂
（2018年度） （2021年度） （2027年度）

66.0万 t-CO₂ 65.4万 t-CO₂ 44.2万 t-CO₂
（2021年度） （2022年度） （2027年度）

75.4 ％ 73.6 ％ 77 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

54.9 ％ 53.5 ％ 66 ％
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

60 分 61 分 65 分
（2022年度） （2023年度） （2027年度）

237.8 ％ 241.6 ％ 255 ％
（2021年度） （2022年度） （2027年度）

102.0 ％ 102.4 ％ 110 ％
（2021年度） （2022年度） （2027年度）

↗

↘

↘

↘

↗

↘

↘

人口一人当たりの市内総生産（名目）

冬期（12～３月）の観光客数

札幌市内での総観光消費額

就業率

20～29歳の道外への転出超過数（日本人のみ）【再掲】
経
済

デジタル化が進んでいると実感している市民の割合【再掲】安
全
・
安
心 災害に対する備えを行っている市民の割合

－

都
市
空
間 ↗

↗

日常生活における１日あたりの歩行時間【再掲】

↘

↘

↗

まちのバリアフリー化が進んでいると感じる市民の割合【再掲】

都心の区域内実容積率

地域交流拠点の区域内実容積率

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

↗

環
境

↘

↗

↗

↘

↗

未集計

ごみや資源回収に関することについて満足している市民の割合

冬期（12～３月）の観光客数【再掲】

スポーツ（運動）をする市民の割合

温室効果ガス排出量

文化芸術活動への参加割合

日常生活における１日あたりの歩行時間

市民の健康寿命【再掲】

市有施設等における温室効果ガス排出量


